
〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

佐
賀
県
小
城
郡
の
「
擬
似
」
条
里
的

小
字
名
に
つ
い
て

南
　
出
　
侃
　
助

Ｈ

　
佐
賀
県
小
城
郡
の
平
野
部
に
は
、
正
方
位
よ
り
約
コ
ニ
度
西
偏

し
た
条
里
地
割
が
広
が
っ
て
い
る
。
近
世
に
お
い
て
は
各
「
里
」

す
な
わ
ち
六
町
方
格
が
基
本
的
な
村
落
の
単
位
（
「
近
世
村
」
と
呼

ぶ
）
を
な
し
、
そ
れ
ら
は
単
独
な
い
し
隣
接
す
る
二
村
で
一
つ
の

　
「
藩
政
村
」
を
構
成
し
て
白
比
。
い
ず
れ
の
場
合
に
も
「
○
○
ヶ

里
」
と
称
さ
れ
る
村
が
多
Ｉ
極
め
て
条
里
的
遺
制
が
強
く
残
存

し
た
地
域
と
い
え
よ
う
。

　
当
時
の
小
城
郡
は
佐
賀
藩
（
鍋
島
家
）
の
三
支
藩
の
一
で
あ
る

小
城
藩
（
小
城
鍋
島
家
）
の
ほ
ぼ
一
円
的
な
支
配
下
に
あ
り
、
こ

こ
で
対
象
と
す
る
条
里
地
帯
に
お
い
て
は
、
村
単
位
な
い
し
そ
れ

よ
り
下
位
の
単
位
で
所
領
関
係
が
錯
綜
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は

殆
ど
な
ぺ
０
２
･
ｗ
だ
村
よ
り
上
位
の
支
配
領
域
と
し
て
郷
が
存
在
し

て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
近
世
を
通
じ
て
何
度
か
組
み
替
え
が
行
な

わ
れ
、
郷
の
構
成
を
決
定
づ
け
る
よ
う
な
特
定
の
村
落
間
結
合
が

優
越
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
（
第
一
図
）
。

　
小
城
郡
条
里
の
模
範
的
な
「
坪
並
」
は
、
佐
賀
平
野
の
他
郡
と

同
様
、
東
北
隅
の
「
一
ノ
坪
」
か
ら
西
行
し
、
千
鳥
式
に
折
り
返

し
て
東
南
隅
の
「
三
寸
六
ノ
坪
」
に
終
泰
も
の
で
あ
る
。
佐
賀
本

藩
の
よ
う
な
各
村
絵
図
は
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
近
世
の
小

字
の
状
態
を
全
域
的
に
復
原
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
村
絵
図

と
し
て
唯
一
残
存
す
渦
『
小
城
郡
東
郷
之
久
蘇
ヶ
里
勝
ヶ
里
局
柳

ヶ
里
三
ケ
村
之
絵
図
≒
（
こ
れ
ら
三
力
村
は
南
北
に
接
続
す
る
）

に
井
樋
の
位
置
や
堀
の
名
称
と
し
て
記
さ
れ
る
数
詞
「
坪
」
地
名
、

ま
た
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
の
『
小
城
郡
里
四
郷
絵
図
勺
人
四

郷
と
は
佐
保
川
島
郷
’
北
郷
’
西
郷
‘
平
吉
郷
』
に
記
さ
れ
る
若

干
の
数
詞
「
坪
」
地
名
な
ど
は
す
べ
て
模
範
的
な
坪
並
の
配
列
芦

則
と
一
致
し
て
い
る
。
時
代
は
下
る
が
、
明
治
一
四
年
の
各
村
図
、

に
堀
の
名
称
と
し
て
残
る
数
詞
「
坪
」
地
名
も
、
配
列
規
則
と
矛

盾
し
な
い
。
こ
れ
ら
は
全
て
「
通
称
」
で
あ
ろ
う
が
、
模
範
的
な

坪
並
に
由
来
す
る
数
詞
呼
称
は
語
尾
の
変
化
や
多
少
の
ズ
レ
は
あ

っ
て
も
、
そ
の
配
列
を
根
本
的
に
組
み
替
え
る
よ
う
な
使
用
法
は
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複数の近世村
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地名は近世の村名『安政二年r夥村帳』による）.＠≪は近世後期.

ゴチック体は明治四年の合併特に村名として存続したもの。

（坪）〈角〉〔割〕は明冶期敵陣μ尹名の末尾. ( )は無IIi尾。

第一図　近世の郷村と明治初期の合併村
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明
治
以
前
に
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
小
字
名
ま
で

記
さ
れ
る
検
地
帳
的
史
料
で
あ
る
寛
永
こ
辱
二
六
三
六
）
の

　
〔
小
城
郡
三
ヶ
月
郷
内
深
町
ケ
里
御
配
分
帳
〕
　
（
三
ヶ
月
郷
は
後

に
北
郷
と
佐
保
川
島
郷
と
に
分
割
、
編
入
さ
れ
る
）
で
は
「
里
」

内
を
ま
ず
「
壱
本
た
ふ
龍
」
～
「
三
本
た
ふ
寵
」
に
三
分
割
し
、
さ

ら
に
そ
れ
ぞ
れ
を
「
一
の
割
」
～
「
十
二
（
三
）
の
割
」
に
細
区
分

し
て
い
た
よ
う
な
形
跡
も
み
ら
れ
る
。
（
数
詞
「
坪
」
地
名
も
混

在
す
る
。
）
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
一
ノ
坪
」
～
「
三
十
六
ノ

坪
」
の
一
町
方
格
小
字
が
条
里
的
配
列
を
全
く
無
視
し
て
新
た
に

並
べ
直
さ
れ
た
よ
う
な
こ
と
は
、
近
世
に
お
い
て
は
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　
明
治
四
年
即
座
藩
置
県
に
よ
っ
て
小
城
藩
は
小
城
県
と
な
り
、

近
世
村
の
合
併
が
す
す
む
。
翌
五
年
に
は
大
区
小
区
制
が
導
入
さ

れ
、
行
制
単
位
と
し
て
の
村
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

大
区
小
区
の
枠
組
み
は
さ
ら
に
六
、
七
、
八
年
と
毎
年
編
成
替
え

が
行
な
わ
几
　
「
区
」
内
の
「
村
」
の
構
成
も
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
し
た
。
た
と
え
ば
近
世
村
と
し
て
の
「
三
ヶ
島
ヶ
里
」
と
「
桑

原
ヶ
里
」
が
ど
の
よ
う
な
誼
置
づ
け
に
あ
っ
た
か
を
比
較
す
れ
ば
、

明
治
五
年
の
『
郷
村
ぼ
別
５
　
で
は

　
　
　
第
十
六
番
大
区
　
第
｝
小
区

一
、
三
ヶ
島
ケ
里
（
四
条
ケ
里
、
木
島
溝
、
深
町
刈
、
今
村

　
　
　
　
　
分
、
堀
江
村
、
桑
原
刈
）
　
田
、
百
九
拾
二
町
八
反

　
　
　
　
　
一
畝
半

　
　
一
、
道
辺
刈
（
芦
田
刈
、
立
物
刈
、
緑
刈
）
　
田
、
百
五
拾

　
　
　
　
　
九
町
六
畝
六
歩
半

こ
れ
が
明
治
七
年
の
『
肥
前
国
佐
賀
県
管
内
各
区
郡
村
市
坊
等
取

調
脆
Ｊ
で
は

　
　
Ｏ
三
島
刈
（
枝
）
四
條
刈
　
深
町
刈
　
木
島
溝
刈
　
堀
江
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
村

　
　
Ｏ
桑
原
刈
（
枝
）
芦
田
刈
　
立
物
刈
　
道
辺
刈
　
緑
刈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ず
れ
も
傍
点
筆
者
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
刈
」
は
「
ヶ
里
」
に
同
じ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
枝
）
は
枝
村
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
一
旦
、
「
三
ヶ
島
ヶ
里
」
の
枝
村
に
加
え
ら
れ

た
は
ず
の
「
桑
原
刈
」
が
、
二
年
後
に
は
分
離
し
て
他
の
枝
村
を

統
轄
し
て
い
る
（
第
一
図
）
。
結
局
、
明
治
八
年
の
改
変
で
よ
う
や

く
大
区
小
区
制
は
安
定
し
、
同
二
年
の
郡
区
町
村
制
施
行
時
に

は
、
殆
ど
の
村
が
同
四
年
の
近
世
村
合
併
直
後
の
状
態
に
戻
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
（
以
上
、
近
世
郷
村
制
の
変
容
及
び
明
治
の
大
区

小
区
制
の
経
緯
に
つ
い
て
は
別
稿
「
条
里
地
帯
に
お
け
祐
痩
世
郷

の
ま
と
ま
り
に
つ
い
て
Ｉ
肥
前
国
小
城
郡
の
場
合
ト
に
Ｊ
に
や

や
詳
述
し
た
た
め
、
こ
こ
で
は
考
察
の
手
順
等
の
説
明
を
省
い
た
。
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□

小
字
単
位
で
の
検
討
に
入
ろ
う
。
郡
区
町
村
制
以
後
（
市
町
村

制
以
前
）
の
各
町
村
名
と
そ
れ
ぞ
れ
の
小
字
名
を
網
羅
し
た
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ
｀

と
し
て
、
明
治
一
五
年
の
『
佐
賀
県
各
町
村
字
調
帳
『
か
お
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
痴

ま
た
各
市
町
村
役
場
所
蔵
の
地
籍
９
　
（
殆
ど
は
明
治
二
一
年
頃
）

に
は
原
則
と
し
て
小
字
名
と
小
字
界
と
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
ら
を
照
合
、
一
覧
す
れ
ば
、
こ
の
地
域
に
は
数
詞
「
坪
」
小
字

名
が
極
め
て
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
末
尾
が
「
坪
」
で
は
な

く
「
割
」
や
「
角
」
で
あ
っ
た
り
、
単
な
る
数
字
（
一
、
二
、
三
、

…
…
）
で
あ
る
も
の
も
含
め
、
一
町
方
格
を
単
位
と
し
て
い
る
場

合
に
は
、
条
里
に
よ
る
坪
並
配
列
規
則
に
従
っ
た
小
字
名
な
い
し

そ
の
変
形
と
解
釈
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。

　
し
か
し
す
べ
て
が
そ
う
で
は
な
い
。
た
と
え
数
詞
「
坪
」
小
字

名
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
そ
れ
ら
が
一
町
方
格
を
単
位
と
し
て
い
て

も
、
明
ら
か
に
坪
並
配
列
規
則
と
は
全
く
異
な
る
原
理
に
よ
っ
て

配
列
さ
れ
て
い
る
事
例
が
か
な
り
あ
る
。
結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、

こ
の
よ
う
な
事
例
は
明
治
初
期
の
地
租
改
正
時
に
新
た
に
付
さ
れ

た
「
擬
似
」
条
里
的
小
字
名
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
見
か
け
上

は
類
似
し
て
い
る
が
、
そ
の
下
地
と
な
っ
た
「
里
」
内
の
東
北
隅

～
東
南
隅
の
模
範
的
坪
並
は
全
て
抹
消
さ
れ
、
た
だ
単
に
数
字
を

用
い
て
土
地
を
区
画
す
る
と
い
う
便
宜
的
符
号
的
呼
称
法
と
し
て

の
「
坪
」
地
名
が
流
用
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
本
来
の
「
坪
」

地
名
の
局
部
的
な
「
変
形
」
や
「
ズ
レ
」
で
は
な
く
、
も
っ
と
不

連
続
的
、
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
。
ク
な
変
化
で
あ
る
。
次
に
い
く
つ

か
の
事
例
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。
（
な
お
同
一
村
名
で
、
明
治

四
年
の
近
世
村
合
併
前
後
で
村
域
が
異
な
る
場
合
に
は
以
前
を
旧
、

以
後
を
噺
と
す
る
。
）

　
　
　
　
　
　
曰

事
例
①
「
長
神
田
ヶ
里
」

　
明
治
四
年
に
旧
長
神
田
ケ
里
・
佐
織
ヶ
里
・
初
田
ケ
里
二
局
田

ヶ
里
・
戊
ヶ
里
・
大
寺
ヶ
里
こ
一
俣
ケ
里
の
七
力
村
（
第
一
図
）

が
合
併
し
、
萌
長
神
田
ヶ
里
と
な
っ
た
。
こ
の
村
域
は
大
区
小
区

制
の
変
遷
の
中
で
も
変
ら
ず
、
郡
区
町
村
制
に
ま
で
引
き
継
が
れ

た
。
前
掲
の
諸
資
料
か
ら
村
内
の
小
字
名
と
小
字
界
を
摘
出
す
れ

ば
、
「
壱
坪
」
か
ら
「
六
十
三
坪
」
ま
で
、
実
に
特
異
な
配
列
規

則
に
従
っ
て
い
る
　
各
「
坪
」
の
一
区
画
は
条
里
の
そ
れ
の
四
倍

分
の
大
き
さ
か
お
り
、
「
大
字
長
神
田
ヶ
里
」
　
（
‐
旧
長
神
田
ヶ

里
）
の
東
北
隅
か
ら
西
行
し
て
ジ
グ
ザ
グ
に
折
返
し
な
が
ら
西
南

隅
の
「
九
坪
」
で
終
り
、
す
ぐ
西
隣
の
高
田
ヶ
里
「
十
坪
」
へ
と

引
き
継
が
れ
る
。
さ
ら
に
同
里
西
南
隅
の
「
十
八
坪
」
の
南
側
に

は
戊
ヶ
里
の
「
十
九
坪
」
が
続
く
。
以
下
、
佐
織
ヶ
里
↓
初
田
ヶ
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第二図　明治初期の数詞小字名の配列(村名は第一図を参照)



里
↓
大
寺
ケ
里
↓
二
俣
ケ
里
の
順
に
一
筆
書
き
の
よ
う
に
す
す
み
。

　
「
六
十
三
坪
」
で
完
結
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
第
二
図
）
。

　
こ
の
よ
う
な
通
し
番
号
的
小
字
名
は
、
七
力
村
が
行
政
的
に
何

ら
か
の
統
合
性
を
持
つ
こ
と
を
前
提
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
近
世
的
生
子
の
確
定
期
（
中
世
か
ら
の
継
続
や
改
含

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
七
力
村
の
み
が
他
村
か
ら
区
別
さ
れ
る
べ
き

統
合
性
を
有
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
近

世
村
を
統
合
す
る
べ
き
上
位
の
行
政
単
位
は
郷
で
あ
る
が
、
近
世

初
期
に
お
い
て
は
二
俣
ヶ
里
が
「
北
郷
」
、
長
神
田
ケ
里
・
佐
織

ケ
里
の
二
村
が
「
三
ヶ
月
郷
」
、
残
り
四
村
が
「
五
百
町
郷
」
の

所
属
〔
注
１
〕
で
あ
り
、
こ
こ
に
共
通
性
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
郷

の
再
編
成
後
は
い
ず
れ
も
「
北
郷
」
に
属
す
る
〔
注
１
〕
こ
と
に
な

る
が
（
第
一
図
）
、
そ
れ
自
体
が
小
字
の
全
面
的
な
改
変
の
契
機
に

な
る
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
明
治
元
年
の
北
郷
大
庄
屋
文
圭
抑
ら

は
数
力
村
毎
に
小
庄
屋
が
配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、

そ
れ
ら
の
支
配
領
域
と
七
力
村
の
範
囲
も
ま
た
食
い
違
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
近
世
的
な
郷
村
支
配
の
論
理
に
は
七
力
村
通
し
番
号
小
字

を
成
立
さ
せ
る
合
理
的
根
拠
が
見
つ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
す
れ
ば
、
聊
長
神
田
ヶ
里
の
数
詞
「
坪
」
小
字
名
は
、
明
治

以
後
に
出
現
し
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
新
小
字
設
定
の
契
機

と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
四
年
の
近
世
村
合
併
時
か
、
も
し
く
は

地
租
改
正
に
際
し
て
で
あ
ろ
う
。
地
租
改
正
は
一
般
的
に
明
治
六

年
と
さ
れ
て
い
る
が
、
佐
賀
県
で
は
同
九
年
二
月
の
、
県
令
北
島

秀
謝
侈
ら
地
租
改
正
局
派
遣
官
に
宛
て
た
「
地
祖
改
正
着
手
二
付

懸
息
か
お
り
、
「
本
月
十
三
日
庁
下
最
寄
郡
村
二
於
テ
手
始
候
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
実
際
に
作
業
に
と
り
か
か
っ
た
の
但

そ
れ
以
後
（
た
だ
し
郡
区
町
村
制
以
前
）
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に

し
て
も
聊
長
神
田
ケ
里
は
大
区
小
区
の
目
ま
ぐ
る
し
い
変
遷
の
中

で
も
変
ら
な
か
っ
た
村
で
あ
り
、
新
小
字
の
設
定
に
際
し
独
自
の

通
し
番
号
を
用
い
て
も
何
ら
不
自
然
で
は
な
い
。

事
例
②
「
堀
江
村
」

　
明
治
四
年
に
旧
堀
江
村
・
木
島
溝
ケ
里
・
深
町
ヶ
里
・
四
条
ケ

里
の
四
力
村
（
第
一
図
）
が
合
併
し
て
助
堀
江
村
と
な
っ
た
。
翌

五
年
の
大
区
小
区
制
で
は
旧
三
ケ
島
ケ
里
・
桑
原
ヶ
里
と
も
併
せ

断
三
ケ
島
ケ
里
と
さ
れ
た
が
七
年
に
は
旧
桑
原
ケ
里
が
分
離
（
前

述
）
、
ま
た
八
年
に
は
但
二
ヶ
島
ヶ
里
が
分
離
し
て
、
結
局
四
年

の
状
態
に
戻
り
郡
区
町
村
制
の
堀
江
村
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
も
四

力
村
間
に
一
筆
書
き
的
な
数
詞
「
割
」
小
字
名
が
み
ら
れ
る
。

　
（
『
字
調
帳
』
で
は
末
尾
に
す
べ
て
「
割
」
が
付
さ
れ
る
が
、
三

日
月
町
役
場
所
蔵
の
地
籍
図
で
は
末
尾
が
な
く
、
単
な
る
数
字
で

あ
る
。
）
数
詞
は
四
条
ケ
里
の
西
北
隅
か
ら
東
ヘ
ー
区
画
寄
っ
た
と

こ
ろ
の
「
四
条
一
割
」
か
ら
始
ま
る
（
第
二
図
）
。
里
内
を
ジ
グ
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ザ
グ
に
進
ん
だ
後
、
東
南
隅
の
「
四
条
廿
四
割
」
か
ら
時
計
回
り

に
最
外
周
を
半
周
し
、
西
北
隅
の
「
四
条
州
一
割
」
で
終
る
。
こ

こ
で
北
隣
の
深
町
ヶ
里
に
入
り
「
深
町
一
割
」
へ
と
続
く
。
深
町

ヶ
里
内
で
は
一
見
干
鳥
式
の
逆
行
タ
イ
プ
と
も
見
れ
そ
う
で
あ
る

が
、
南
半
三
町
幅
分
は
完
全
に
異
な
っ
て
い
る
。
（
前
述
の
よ
う

に
近
世
は
「
何
本
た
ふ
寵
何
の
割
」
と
区
画
さ
れ
て
い
た
里
で
あ

り
、
下
地
と
な
る
べ
き
模
範
的
坪
並
は
近
世
初
期
に
お
い
て
す
で

に
「
公
称
」
か
ら
は
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
）
東
北
隅
の
「
深
町
紺
四
割
」

の
東
隣
は
「
堀
江
一
割
」
で
あ
る
。
こ
れ
も
堀
江
村
を
ジ
グ
ザ
グ

に
進
ん
で
西
南
隅
の
「
堀
江
紺
七
割
」
で
終
ぴ
、
木
島
溝
ヶ
里
の

　
「
島
溝
壱
割
」
へ
と
続
く
。
こ
こ
は
非
条
里
地
帯
で
あ
り
数
詞
の

進
み
方
は
複
雑
に
な
る
が
、
そ
れ
で
も
一
筆
書
き
の
原
則
は
崩
れ

ず
、
最
後
に
「
島
溝
廿
九
割
」
を
も
っ
て
完
結
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
こ
れ
ら
の
数
詞
「
割
」
小
字
名
の
配
列
が
萌
堀
江
村
内
の
一
筆

書
き
と
し
て
企
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
地
籍
図
の
検
討

か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
地
籍
図
に
は
末
尾
の
「
割
」
が
付
さ
れ

て
い
な
い
（
漢
数
字
の
表
記
法
も
異
な
る
）
が
、
各
小
字
名
の
右

肩
に
小
さ
な
文
字
（
同
筆
）
で
字
番
号
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
字
番
号
が
右
に
述
べ
た
小
字
名
の
配
列
順
と
完
全
に
一
致
す
る

通
し
番
号
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
（
大
）
字
四
条

□
の
字
番
号
は
「
一
番
」
で
あ
り
、
「
字
四
条
三
十
二
は
コ
ニ

十
一
番
」
、
そ
し
て
「
字
深
町
□
が
「
三
十
二
番
」
、
「
字
深

町
三
十
四
」
が
「
六
十
五
番
」
、
以
下
「
字
堀
江
」
が
「
六
十
六

番
」
か
ら
「
百
二
番
」
ま
で
、
「
字
島
溝
」
が
「
百
三
番
」
か
ら

　
「
百
三
十
一
番
」
ま
で
続
い
て
い
る
。
各
小
字
内
の
地
番
も
当
然

こ
の
順
に
従
い
、
通
し
番
号
で
付
さ
れ
て
い
る
。
新
小
字
の
設
定

と
地
番
整
備
が
同
時
に
行
な
わ
れ
た
の
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う

な
見
事
な
整
合
は
み
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
贈
堀
江
村
に
お
け
る

数
詞
「
割
」
小
字
名
は
明
治
九
年
～
一
一
年
の
間
に
行
な
わ
れ
た

地
租
改
正
に
伴
な
っ
て
設
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
前

述
の
事
例
①
「
長
神
田
ヶ
里
」
の
場
合
に
も
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ

事
例
③
「
樋
口
ヶ
里
」

　
近
世
「
北
郷
」
の
旧
樋
口
ヶ
里
・
五
条
ヶ
里
・
江
ロ
ヶ
里
お
よ

び
「
平
吉
郷
」
の
‰
ド
里
・
立
石
ヶ
里
の
五
力
村
（
第
一
図
）

が
明
治
四
年
に
合
併
し
て
成
立
し
た
村
で
あ
る
。
合
併
が
近
世
郷

の
ま
と
ま
り
と
は
無
関
係
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
こ
の
事
例
か
ら

も
わ
か
る
。
同
五
年
の
大
区
小
区
制
に
よ
る
「
樋
口
刈
」
で
は
こ

れ
ら
五
力
村
の
う
ち
江
口
ヶ
里
が
欠
落
し
、
七
年
で
は
江
里
ヶ
里

が
欠
落
し
て
い
る
が
、
他
村
の
項
に
併
合
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
記
載
も
な
い
。
前
者
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
後
者
は
藩
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政
村
と
し
て
立
石
ケ
里
村
の
一
部
で
あ
っ
た
江
里
ケ
里
の
記
載
を

省
略
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
明
治
四
年
以
後
、
村

域
に
変
化
は
な
い
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
村
内
の
小
字
は
、
あ
る
意
味
で
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。

旧
樋
ロ
ケ
里
で
は
「
樋
口
壱
割
」
か
ら
「
樋
口
生
ハ
割
」
ま
で
条

里
的
坪
並
と
は
方
向
が
異
な
る
「
千
鳥
式
」
、
五
条
ケ
里
は
「
大

字
五
条
」
の
み
で
小
字
が
無
い
。
江
里
ケ
里
・
立
石
ケ
里
は
そ
れ

ぞ
れ
「
江
利
一
割
」
～
「
江
利
紺
六
割
」
、
「
立
石
一
割
」
～
「
立

石
紺
六
割
」
の
模
範
的
な
坪
並
、
そ
し
て
江
ロ
ケ
里
は
Ｉ
↓
四
、

五
↓
九
、
十
↓
十
五
、
十
六
↓
廿
二
と
北
か
ら
南
へ
「
割
」
が
続

く
「
平
行
式
」
で
あ
る
（
第
二
図
）
。
模
範
的
坪
並
を
そ
っ
く
り

踏
襲
し
た
「
里
」
と
、
完
全
に
入
れ
換
え
た
「
里
」
と
が
併
存
し

て
い
る
こ
と
は
一
見
奇
妙
な
よ
う
で
は
あ
る
が
、
東
西
方
向
に
接

続
す
る
「
里
」
の
間
で
小
字
の
一
筆
書
き
が
企
図
さ
れ
た
も
の
と

考
え
れ
ば
説
明
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
江
ロ
ケ
里
内
の
「
平
行

式
」
は
一
筆
書
き
と
は
言
え
ず
、
矛
盾
点
を
残
す
。
ま
た
、
五
条

ケ
里
に
小
字
が
無
い
の
は
ど
う
解
釈
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
数
詞
小

字
名
が
あ
ま
り
に
「
地
番
的
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
一
切
を
廃
し
た

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
な
ぜ
そ
こ
の
「
里
」
に
限
定
さ
れ
る
の
か

が
説
明
で
き
な
い
。

事
例
④
「
石
木
ケ
里
」

　
明
治
四
年
の
合
併
時
に
単
独
で
村
と
な
っ
た
珍
し
い
例
で
、
東

隣
の
「
甲
柳
原
里
」
　
（
第
一
図
）
と
同
例
で
あ
る
。
合
併
に
際
し

設
置
さ
れ
た
当
地
域
の
「
御
用
取
扱
所
」
の
管
轄
か
ら
「
久
米
甲

柳
原
石
木
」
が
除
外
さ
れ
て
い
乱
ご
と
が
何
ら
か
の
意
味
を
持
つ

て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
翌
五
年
に

は
南
側
の
旧
乙
柳
原
里
・
生
立
ケ
里
・
上
江
良
ケ
里
ｆ
下
江
良
ヶ

里
の
四
力
村
（
岨
乙
柳
ヶ
里
）
と
も
併
せ
「
甲
柳
原
刈
」
の
一
部

と
な
っ
た
が
六
年
に
は
石
本
ヶ
里
の
み
分
離
、
さ
ら
に
七
年
に
は

再
統
合
、
八
年
に
は
石
木
ケ
里
と
甲
柳
原
里
が
ま
た
も
や
独
立
し
、

残
る
四
力
村
が
萌
乙
柳
ケ
里
と
し
て
郡
区
町
村
制
に
至
る
と
い
う

複
雑
な
経
過
を
辿
っ
た
。
こ
の
石
木
ケ
里
の
小
字
は
、
東
北
隅
の

　
「
壱
ノ
坪
」
か
ら
西
行
し
一
見
模
範
的
坪
並
の
よ
う
に
折
り
返
す

が
、
一
町
方
格
に
満
た
な
い
微
小
区
画
（
条
里
地
割
と
も
整
合
し

な
い
）
が
多
い
た
め
西
南
隅
で
は
「
四
十
七
坪
」
ま
で
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
て
い
る
（
第
二
図
）
。
模
範
的
坪
並
と
の
薗
語
を
ズ
レ
と
し

て
許
容
で
き
る
の
は
せ
い
ぜ
い
「
十
八
坪
」
ま
で
で
あ
り
、
や
は

り
全
体
と
し
て
は
明
治
期
に
付
さ
れ
た
新
小
字
と
考
え
ざ
る
を
得

な
い
。
な
お
明
治
一
四
年
の
村
図
（
前
出
）
で
は
村
内
が
「
新
屋

舗
」
　
（
東
部
）
　
―
「
石
木
」
　
（
北
部
）
　
’
「
中
高
」
　
（
南
部
）
の

三
字
に
分
割
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
近
世
か
ら
引
き
継
が
れ

た
も
の
で
あ
る
の
か
、
ま
た
数
詞
「
坪
」
小
字
名
と
の
関
係
は
ど
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う
な
る
の
か
不
明
で
あ
る
。

事
例
⑤
「
乙
柳
ケ
里
」

　
前
項
で
説
明
し
た
よ
う
に
「
田
」
の
字
型
の
四
力
村
（
第
一
図
）

で
厨
乙
柳
ケ
里
は
構
成
さ
れ
て
い
る
。
村
内
は
す
べ
て
数
詞
「
角
」

小
字
名
で
あ
る
が
、
下
江
良
ケ
里
内
が
か
ろ
う
じ
て
模
範
的
坪
並

の
配
列
規
則
を
踏
襲
（
西
端
は
○
’
五
町
幅
し
か
な
い
）
し
て
い

る
他
は
一
町
方
格
に
合
わ
な
い
小
字
区
画
が
多
い
。
と
り
わ
け

　
「
芦
刈
水
道
」
　
（
近
世
初
期
に
開
盤
）
が
斜
行
す
る
生
立
ケ
里
で

は
こ
れ
に
沿
う
三
角
形
な
い
し
台
形
の
小
字
区
画
が
目
立
つ
（
第

二
図
）
。
数
詞
小
字
名
は
四
力
村
通
し
番
号
で
は
な
く
、
一
筆
書

き
も
で
き
な
い
が
、
大
字
の
呼
称
が
符
号
的
で
あ
る
。
乙
柳
原
里

＝
大
字
「
乙
龍
」
、
生
立
ケ
里
Ｈ
「
立
寵
」
、
上
江
良
ケ
里
‐
「
上

寵
」
、
下
江
良
ケ
里
Ｈ
「
下
龍
」
　
（
い
ず
れ
も
傍
点
筆
者
）
、
す
な

わ
ち
旧
村
名
か
ら
一
宇
ず
つ
採
っ
て
そ
の
末
尾
に
「
龍
」
を
付
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
新
大
字
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
小
字

表
記
は
「
乙
龍
一
ノ
角
」
～
「
乙
龍
紺
三
ノ
角
」
、
「
立
寵
一
ノ

角
」
～
「
立
龍
廿
ノ
角
」
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
明
ら
か
に
旧
四

力
村
構
成
に
よ
る
新
村
域
が
確
定
し
て
か
ら
の
符
号
的
な
大
字
設

定
で
あ
る
。
大
区
小
区
制
の
変
遷
の
途
中
で
は
事
例
④
の
範
囲
を

加
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

事
例
⑥
「
勝
ケ
里
」

　
明
治
四
年
の
合
併
で
は
旧
勝
ケ
里
に
高
柳
ケ
里
・
江
津
ヶ
里
・

大
戸
ヶ
里
’
満
江
ヶ
里
（
後
二
者
は
第
一
図
の
範
囲
外
）
が
加
わ

っ
て
新
村
が
成
立
し
た
。
七
年
に
は
「
船
田
刈
」
に
一
旦
統
合
さ

れ
る
が
、
八
年
以
後
に
再
び
分
離
し
た
。
こ
こ
の
小
字
区
画
は
極

め
て
巨
大
で
あ
り
、
Ｂ
勝
ケ
里
内
が
「
壱
龍
」
　
・
「
弐
能
」
、
高

柳
ケ
里
内
が
「
八
本
松
」
、
江
津
ヶ
里
内
が
「
一
本
松
」
・
「
黒

木
」
と
、
一
大
字
に
つ
き
Ｉ
～
二
小
字
で
あ
る
。
こ
れ
は
実
質
的

に
小
字
が
無
い
に
等
し
い
。
前
述
の
よ
う
に
旧
勝
ケ
里
は
、
近
世

の
村
絵
図
に
井
樋
や
堀
の
名
称
が
数
詞
坪
地
名
で
記
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
は
「
通
称
」
で
あ
０
　
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
の
　
一

『
小
城
郡
之
内
勝
ヶ
里
御
配
分
１
　
で
は
「
壱
木
松
」
～
「
五
本
9
7

松
」
が
そ
れ
ぞ
れ
数
個
の
「
割
」
に
細
分
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
記
　
一

載
か
お
り
、
こ
れ
が
「
公
称
」
と
み
ら
れ
る
。
な
ぜ
こ
の
「
公
称
」

が
全
廃
さ
れ
て
符
号
的
な
巨
大
「
小
字
」
が
設
定
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。
地
番
の
並
び
方
も
む
し
ろ
「
壱
龍
」
’
「
二
龍
」
を
超
越
し

て
か
つ
で
の
模
範
的
坪
並
に
沿
っ
て
お
り
、
こ
れ
で
は
大
字
↓
小

字
↓
地
番
と
い
う
区
画
設
定
原
理
が
意
味
を
な
さ
な
い
。
七
年
に

統
合
さ
れ
た
「
船
田
刈
」
の
範
囲
に
お
い
て
も
同
様
に
、
小
字
記

載
が
皆
無
か
、
あ
っ
て
も
Ｉ
～
二
個
程
度
で
あ
る
（
第
二
図
）
。

こ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
「
何
木
松
何
ノ
割
」
小
字
が
あ
ま
り

に
地
番
的
で
あ
っ
た
た
め
に
そ
れ
ら
を
全
廃
、
し
か
し
「
里
」
ど
う



し
の
区
別
化
を
図
る
た
め
に
、
あ
え
て
大
字
に
相
当
す
る
よ
う
な

巨
大
「
小
字
」
を
設
定
し
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
勝
ケ
里
と

船
田
ケ
里
を
構
成
す
る
近
世
村
は
、
二
村
で
一
藩
政
村
と
な
っ
て

い
た
場
合
が
多
く
（
第
一
図
）
、
こ
の
こ
と
が
新
小
字
設
定
に
際

し
（
重
複
す
る
）
　
「
何
本
松
何
ノ
割
」
地
名
の
実
用
度
を
軽
視
す

る
方
向
に
作
用
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
四

　
以
上
の
六
例
は
全
て
典
型
的
な
事
例
と
し
て
紹
介
し
た
。
合
併

後
の
新
村
の
範
囲
を
「
全
村
」
、
各
旧
村
の
範
囲
を
「
大
字
」
と

し
て
簡
単
に
整
理
す
れ
ば
①
は
全
村
通
し
番
号
・
全
村
一
筆
書
き

型
、
②
は
大
字
通
し
番
号
’
全
村
一
筆
書
き
型
、
③
は
大
字
通
し

番
号
’
大
字
相
互
接
続
型
、
④
は
単
独
村
・
一
筆
書
き
型
、
⑥
は

符
号
大
字
―
大
字
一
筆
書
き
型
、
⑥
は
無
小
字
型
（
全
て
仮
称
）

と
て
も
表
現
で
き
よ
う
。
い
ず
れ
の
場
合
も
明
治
初
期
の
地
租
改

正
時
に
新
設
さ
れ
た
小
字
名
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
条
里
的
坪
並

や
≒
何
本
松
何
ノ
割
」
地
名
な
ど
と
は
全
く
無
関
係
に
配
列
さ
れ

た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
条
里
的
坪
並
と
は
似
て
非
な
る
数
詞

小
字
名
で
あ
り
、
「
擬
似
」
４
　
里
的
と
称
す
る
所
以
で
も
あ
る
。

　
で
は
ど
の
よ
う
な
地
区
が
改
変
を
受
け
、
ま
た
逆
に
存
続
し
た

の
だ
ろ
う
か
。
深
町
ケ
里
や
勝
ケ
里
の
よ
う
に
、
近
世
初
期
に
す

で
に
他
の
原
理
に
よ
る
数
詞
呼
称
法
が
「
公
称
」
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
た
「
里
」
で
は
、
そ
れ
以
前
の
坪
並
を
復
活
さ
せ
る
こ
と

の
方
が
む
し
ろ
不
自
然
で
も
あ
り
、
新
た
な
村
域
に
見
合
っ
た
小

字
・
地
番
整
備
が
行
な
わ
れ
て
当
然
で
あ
ろ
う
。
立
物
ヶ
里
二
戸

田
ケ
里
〃
旧
道
辺
ケ
里
の
各
小
字
も
基
本
的
に
「
三
区
分
構
成
」

を
な
し
て
お
り
（
第
二
図
）
、
そ
れ
ら
は
近
世
か
ら
の
継
続
で
は
な

い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
（
こ
の
三
力
里
は
い
ず
れ
も
東
西
に
一

町
分
程
度
広
く
、
古
代
に
施
行
さ
れ
た
条
里
地
割
な
の
か
、
ま
た

六
×
六
‐
三
六
個
の
「
坪
」
に
区
画
さ
れ
て
い
た
の
か
疑
わ
し
い
。

空
中
写
真
等
に
見
る
限
り
、
畦
畔
の
直
進
性
が
他
の
「
里
」
よ
り

強
く
、
「
新
し
さ
」
を
感
じ
さ
せ
る
。
）
ま
た
改
変
を
受
け
た
他
の

　
「
里
」
の
中
に
も
、
近
世
か
ら
す
で
に
類
似
の
区
分
法
が
実
施
さ

れ
て
い
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
南
部
の
諸
里
で
は

条
里
地
割
自
体
が
不
徹
底
（
と
り
わ
け
東
西
方
向
の
坪
界
線
が
不

明
瞭
）
で
あ
り
、
も
と
も
と
三
六
等
分
さ
れ
て
い
た
の
か
も
疑
わ

し
い
。
逆
に
模
範
的
坪
並
が
存
続
し
た
［
里
］
は
、
全
て
で
は
な

い
が
南
北
に
連
な
る
場
合
が
多
い
。
小
城
郡
条
里
の
坪
並
配
列
規

則
に
従
う
限
り
、
南
北
方
向
に
い
く
つ
「
里
」
が
連
続
し
て
も
数

詞
「
坪
」
小
字
の
一
筆
書
き
は
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
が
理
由
に
な

っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
現
段
階
で
は
あ
く
ま
で
憶
測
の

域
を
出
な
い
。
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佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
絵
図
、
史
料
等
の
閲
覧
に
際
し
て

　
　
　
は
同
館
江
頭
氏
、
三
日
月
町
役
場
所
蔵
地
籍
図
の
閲
覧
で

　
　
　
は
同
土
地
改
良
区
江
口
氏
、
さ
ら
に
小
城
町
役
場
税
務
課

　
　
　
の
方
々
に
お
せ
わ
に
な
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
ま
す
。

　
　
　
な
お
、
本
稿
の
一
部
は
一
九
八
八
年
度
人
文
地
理
学
会
大

　
　
　
会
に
お
い
て
発
表
し
た
。

　
　
　
　
注

剛
　
藩
政
村
目
録
と
し
て
天
明
七
年
二
七
八
七
）
『
肥
前
国
佐
嘉

　
領
村
々
目
録
』
、
よ
り
詳
し
い
全
近
世
村
目
録
と
し
て
安
政
二

　
年
写
本
（
一
八
五
五
）
『
郷
村
帳
』
な
ど
、
数
種
か
お
る
。
い
ず

　
れ
も
佐
賀
県
立
図
書
館
蔵
。
（
以
下
県
図
蔵
と
略
記
す
る
。
）

閣
　
他
領
部
分
を
着
色
し
た
文
化
八
年
（
一
八
一
回
の
『
小
城

　
郡
北
郷
図
』
　
（
県
図
蔵
）
そ
の
他
に
よ
る
。

閣
　
米
倉
二
郎
「
肥
前
平
野
の
條
里
」
、
地
理
論
叢
五
、
一
九
三

　
四
、
一
七
九
－
一
九
八
頁
。

　
　
日
野
尚
志
「
変
形
・
変
則
条
里
に
つ
い
て
Ｉ
佐
賀
平
野
の

　
場
合
－
」
　
（
報
告
要
旨
）
、
条
里
制
の
諸
問
題
Ｈ
、
一
九
八

　
三
、
コ
ー
五
－
一
四
二
頁
。

㈲
　
縮
尺
六
〇
〇
分
一
、
着
色
、
小
字
記
載
あ
り
。
（
県
図
蔵
）

㈲
　
縮
尺
二
四
〇
〇
分
一
、
着
色
、
小
字
記
載
な
し
。
（
県
図
蔵
）

圓
　
縮
尺
二
四
〇
〇
分
「
着
色
、
小
字
記
載
な
し
。
（
鍋
島
報
鼓

　
会
所
有
、
県
図
寄
託
）
た
だ
し
『
三
日
月
町
史
』
一
九
八
六
。

　
四
〇
九
－
四
三
一
頁
所
収
の
部
分
写
真
版
を
利
用
。

ｍ
　
縮
尺
不
定
、
着
色
、
小
字
記
載
原
則
的
に
な
し
。
（
県
図
蔵
）

㈲
　
前
掲
注
剛
『
三
日
月
町
史
』
三
九
〇
－
三
九
二
頁
。

閣
　
当
時
の
合
併
の
経
緯
に
つ
い
て
は
明
治
一
五
年
頃
の
『
小
城

　
郡
村
誌
』
　
（
県
図
蔵
。
た
だ
し
小
城
郡
教
育
会
『
小
城
郡
誌
』

　
一
九
一
一
、
四
七
七
Ｉ
四
八
九
頁
に
抜
す
い
。
）
に
よ
る
。

嶋
　
『
三
日
月
町
史
』
五
五
六
－
五
六
一
頁
。

圓
　
佐
賀
県
地
租
改
正
掛
編
。
（
県
図
蔵
）
関
係
部
分
は
『
三
日

　
月
町
史
』
五
五
八
―
五
五
九
頁
。

㈲
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
。
た
だ
し
『
明
治
前
期
全
国
村
名

　
小
字
調
査
書
』
第
四
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
八
六
に
影
写
復

　
刻
。
㈲
　
浮
田
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
『
日
本
の
農
山
漁
村
と
そ
の
変

　
容
』
、
大
明
堂
。
一
九
八
八
（
印
刷
中
）
。

㈲
　
『
肥
前
国
小
城
郡
の
条
里
－
地
籍
図
集
成
ｉ
』
佐
賀
県

　
文
化
財
調
査
報
告
書
第
七
十
五
集
、
佐
賀
県
教
育
委
員
会
、
一

　
九
八
四
と
し
て
ト
レ
ー
ス
復
刻
さ
れ
た
。
た
だ
し
小
字
界
及
び

　
地
番
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

㈲
　
天
文
二
二
年
（
一
五
五
三
）
の
『
千
葉
胤
連
判
物
』
　
（
『
小

　
城
町
史
資
料
集
』
三
）
に
「
町
神
田
ケ
里
紺
五
坪
木
分
免
一
町
」

　
と
あ
り
、
中
世
末
期
ま
で
は
模
範
的
坪
並
呼
称
の
継
続
が
わ
か

　
る
。
㈲
　
『
大
貫
物
米
使
前
料
貫
次
米
寺
領
反
米
其
外
取
納
帳
』
　
（
天

　
山
家
文
書
）
。
天
山
家
は
小
城
郡
北
郷
の
大
庄
屋
（
世
襲
）
で

　
あ
っ
た
。
『
小
城
町
史
』
、
一
九
七
四
、
二
四
四
頁
。

㈲
　
県
図
蔵
。
『
佐
賀
県
議
会
史
』
上
、
一
九
五
八
、
四
六
頁
。

㈲
　
『
三
日
月
村
地
誌
Ｉ
郷
土
資
料
－
』
一
九
〇
九
（
国
立
史
料

　
館
蔵
）
。
『
三
日
月
町
史
』
五
五
七
頁
。

㈲
　
県
図
蔵
。
『
小
城
日
出
島
文
書
』
七

　
一
（
ぴ
ハ
ぴ

　
一
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